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図書委員会
図書委員会広報班：(的場・審・南)  

   

 

～第一回朝読書のおしらせ～ 

期間：７月１４日（火）～７月１７日（金） 

健康観察・SHR後の１０分間（８：５５～９：０５） 

 

 

「読みたい本」を自分で準備しよう！ 

○マンガ・雑誌・教科書・参考書の不可 

○買う、図書館で借りる、学級文庫の本や朗読プリントも OK！ 

○SHR開始前までに本を準備しておくこと 

 

図書委員会からのおすすめ本を紹介しているので参考にしてね! 

 

 

 
『生協の白石さん』 著者：白石昌則・東京農工大学の学生の皆さん 

 “僕にまだ春が来ないのですが・・・何とかして下さい、白石さん” 

とある大学生協（売店）に寄せられた“お客様の声”に、今日も大真面目
お お ま じ め

に

お答えします（実話）大喜
お お ぎ

利
り

っぽいので、文章が苦手な人にもぴったり！ 

『夏と花火と私の死体』 著者：乙一 

９歳の少女が夏休みに、無邪気な殺人者によって殺された・・・。 

幼い兄妹。次々と襲い掛かる危機。兄妹は大人たちの追求から逃れられるの

か？少女の死体はどこに隠すのか？ 

想像をはるかに超える、恐るべき結末・・・。ぞっとする一冊。 

 

『一週間フレンズ。』 著者：きりしま志帆／原作：葉月抹茶 

高校二年生の長谷裕樹は、出会った日から惹かれていた同級生・藤宮香織に 

「友達になってください」と声をかける。実は彼女には、友達のことを一週間

で忘れてしまうという秘密がある。本はあんまり読まないけど、この本はとて

もよかったです。二人の青春ストーリーがとてもいい話で感動しました。 

 

『キノの旅 I～XXI』 著者：時雨沢恵一 

私たちの世界とは少し違う不思議な世界で、喋るモトラド（所謂
いわゆる

バイク） 

と旅してまわる、ファンタジー紀行短編集。 

ドキドキしたり、ほっこりしたり、ハラハラしたりできる一冊です。 

 

 

 

 

 


